
21

Uttarajjh頭研殖VILlaya仰T九
Safijaya王一

山　崎　守　一

　本稿にFttarajjhayana－sutta第18章の試訳であり，前稿（r中央学術研究所紀誕第12号，　PP．4－48）

を承ける。試訳の底本としてJ．　Charpentierの校訂本（The　Uttaradhyayanastltra，　Uppt　ala　1922）

を用い，ctyにUttaradhyayani　griman－Nemicandracaryaviracitasukhabodhanamy瓦vrttya

samalankrt．ini（Yalad、1937）を使用した。なお，略号はすべてrUttarajjha．ya研究II－（一中

央学術研究所紀要：第10号市載）の略号表に従う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．そこで王は心が乱れた。　「不運な殺害

　　　　第十八章　「Sa司aya王」

　1．Kampilyaの町に多数の軍隊と車乗を

所有したサンジャヤ（Sanjaya）と名つく王が

いた。彼は狩猟に出かけた，

　2．彼はいたるところ，大きな騎兵，象兵，

　車兵，歩兵よりなる〔四軍〕によつて凹ま

れていた。

　3．彼は1〈ampilyaのKesara園で馬に

乗って鹿たちを誕りたて，その楽しみに執着

した彼は，そこで畏れ，疲れ果てた鹿たちを

殺害した，

　4．その時，Kesara園に家を捨てた〔偉大

な〕苦行者がいて，彼二聖典の暗請に：精｛（申

を〕集中し，法の学習1：静慮していた。

　5．流入（漏）を浅した彼は，Apphovaで

覆われたあずま屋で静慮していた。その王は

彼（出家者）に近づいてきた鹿たちを殺した。

　6．その時，馬に乗ったその王は，速やか

にそこにやって来て，殺された鹿たちを兄て

から，そこにいる出家者を見た。

老であり，楽しみに執着した私によって，L

の出家者は殺されそうになった」　〔と彼は考

えた口

　8．馬を解き放って，その王は出家者の足

下に礼義正しく礼拝した。「尊者よ，ここで

私を許して下さい」

　9．しかし，この尊者である出家者は沈黙

したまま深く禅定に入っており，工に返答し

なかった，それで王は恐怖に襲われた、

　10．　「私はサンジャヤです。尊老よ，私に

答えて下さい。憤怒した出家者は〔怒りの〕

火によって千万の人々を燃やしてしまうかも

しれない」

　11，　「王様，あなたに恐怖にありません＝

〔生きものに〕恐怖を与えない者となって下

さい。無常な生物の世界において，何故あな

たは殺害に執着するのですか。

　12．あなたはすべてを放棄して，あなたの

意志に反して〔他の生存に〕行かねばならな

いのに，無常な生物の世界において，何故あ

なたは王1’［に執着するのですか、
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　13．あなたが惑わされる生命や美は電光の

閃めきのように不安定であります。王様，あ

なたは次の世での利益を理解しておりません。

　14．妻たち，息子たち，友人たち，また親

族たちも同様に，生存せる人に依存して生き

る。しかし彼らは〔彼の〕死に追従しません。

　15．息子たちは大いに悲しみ，父の死骸を

運び出します。父たちも又，息子たちを，親

族たちも〔親族たちを〕そのようにするでし

ょう。王様，あなたは苦行すべきです。

　16．王様，それから，喜び，満足し，着飾

った他の人たちは，彼（父）によって獲得さ

れた財産を楽しみ，彼がよく保護した妻たち

と戯れます。

　17．彼が作した業が，楽または苦〔のいず

れを生じるもの〕であろうとも，その業に結

びついて彼は他の生存に至るでしょう」

　18．出家者の面前でこの法を聞いて，その

王は甚しく解脱に対する願望と現世への嫌悪

に到達した。

　19．サンジャヤは出家者であるカルダバー

リ（Gardabhali）尊者の面前で，王権を放棄し

て，勝者の教え〔を受けて家から〕出離した。

　20．王国を放棄して出家者となった一人の

クシャトリア（Ksatriya）は言った。　「あなた

の姿が静穏に見えるように，あなたの心もそ

のようである。

　21．あなたの名前は何ですか。種姓（G・tra）

は何ですか。何故あなたはバラモンなのです

か、あなたはどのように覚者たちを尊敬する

のですか。あなたはどうして訓練された人と

言われるのですか」

　22．「私の名前はサンジャヤである。ゴー

タマ（G・tama）の種姓である。私の師匠はガ

ルダバーリで，明知と〔善〕行とを具足して
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いる。

　23．作用〔論〕，無作用〔論：，持律〔論〕，

無知〔論〕，これら・1つの立場（学説）によっ

て限られた知識を持つ人は何を話すのか。

　24．悟り，賢明で，解脱した，明知と善行

を具足した，真理を語り，真理に精進する人

はこのように明らかにした。

　25．悪行を作す人たちは恐しい地獄に落ち

る。聖なる法を実践して，彼らは天国の道を

行く。

　26．この妄想的な話は偽りの言葉であり，

無意味である。私は自制しつつ住し，行く。

　27．私はこれらすべての偽りの見解（邪見）

は賎劣であると知る、私は他のilt界の存在を

知るので，正しく日分自身を知る。

　28．私はMah⑪rana：天国〕において威厳

があり，あたかも100歳であるかのようであ

った。天国のPali－maha恒liは100歳のよう

である。

　29．梵天界（Brahmaloka）から降りて（下生

して），私は人間として再び生まれた。私は

自分白身の寿命を知ると同様に，他人の寿命

をも知る。

　30．自制者は霞々の〔異教説に対する〕欲

望と〔自分自身の：欲求とを放棄すべきであ

る。それらはどこにおいても無益である。こ

のように知って人は〔出家者として〕生活す

べきである。

　31．私は〔吉凶等の：問い合せや他の人々

の呪文を避ける。ああ！　昼も夜も私は〔法

に〕努力した。このように知って人は苦行を

実践すべきである。

　32．清浄な心であなたがちょうど今，私に

尋ねたそのことを覚者は明らかにした。その

ような教えは勝者の教えである。
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　33．賢人は作用論〕を正しいと考え，無

作用〔論〕を避けるべきである＝　〔正しい〕

信仰（正見）を所有しつつ，　〔正しい〕信仰

によって行ない難き法を実践せよ。

　34．真理と法とによって飾られたこの神聖

な言葉を聞いて，BharataはBharatavarsa

と愛楽を放棄して出家した。

　35．Sagara王も又，海に囲まれたBhara－

tavar＄aと完全な王権とを放棄して，慈悲に

よって解脱を得た。

　36．Bharatavarミaを放棄して，大威力が

あり，大変に有名でMaghavanと名つく転輪

王は出家者となった。

　37．大威力のある転輪王，Sanatkumara

王に，王位を子供1こ譲り，この工も又，苦行

を実践した，

　38．Bharatavarsaを放棄して，世界に平

和をもたらす大威力ある転輪王，santiは無

上の境界（解脱）を得た。

　39．－Xiksavakaの王たちの牡’卜（主）であ

り，一一；12iこよく知られ，　尊厳あるKunthuと

名つく工は無上の境界を得た。

　・10．海に［liaまれたBharatavar．saを放棄し

て，Ara王は汚れなきものとなり，無上の境

界を得た

　，“．Bharatavar§aを放棄し，軍隊と車乗

を放棄し，最高の享楽をも放棄して，Maha－

padmaは昔行を実践した、

　．12．地一tlを一傘蓋の下に服従させて，

の〕自負をへし折ったHariserpa王は無上の

境界を得た。

　43．何千もの一Eに伴われたJayaと名つく

〔王〕に，出宏して自制を実践した。彼は勝

者によって説かれた：自制を実y－｝｝して，二無上

の境界を得た。
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　44．喜びに満ちたDagarrpa王国を放棄して，

Dasarrpabhadraは牟尼として行動した。彼

はSakraによって駆り立てられ，本人自ら出

家した。

　45．NamiはSakraによって駆りたてられ，

本人自ら自分自身を謙遜した。Videhaの王

は家を放棄して，沙門〔道〕に身を捧げた。

　・16．　Karakap（〕u　は　Kalinga「玉1に才sける，

DvimukhaはPaficalaにおける，　Namiは

Videhaにおける，　NaggatiはGandharaに

おける王であった，

　47．王たちのこれら牡牛（主）たちは，勝

者の教え〔を受けて家から〕出離した。息子

たちを王位につかせて，彼らは沙門〔道〕に

身を捧げた。

　i8．　Sau、’ira工たちの牡牛（工）であるUd巨一

yanaは，〔王国を〕放棄して，牟尼として行

動した。彼は出家者となり，無上の境界を得

た、

　－19・このようにK亘Siの工は，より優れた

真理に努力しつつ，感覚的な享楽を放棄して，

大森林のようであった業を打ち砕いた

　50．このように不滅の名声があり，高名な

X’ijaya王は，福徳によって繁栄した一E国を

放棄して出家した，

　5L　このようにMahabala王仙は心をll乏り

乱すことなく，厳しい苦行を実践し，最上の

栄光を得て，〔入滅した三

　52．これらの賢人たち二殊勝を得て，強く

努力するものとなったのに，何故賢人ik悪い

理巾の故に，地上で狂った人のように行動す

るのか．

　53．終わりのない再生に耐えることのでき

る真実の言葉に，私によって話された．5る

人たちは〔輪廻を〕渡り終え，ある人たちは
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渡ろうとしており，またある人たちは将来渡

るであろう。

　　54．賢人は悪い理由の故にどこに自分白身

を．住．居させるべきか。すべての欲望から解放

され，罪のなくなった彼は完成者になる」

法華文化研究（第10号）

　　　　　　　　　　　　　　　註　　記

1．kampilla，　Kiimpilya　は南　PaficAla　の首都

←

でk）っナこ二　De．y　（the　Gc〈）gγα｛）ll　

isαl　D｛ct｛01Ul　1’Y

o∫Aiicie｝lt　a｝ld　J’Jedi（’｛et：at力面α，　New　Delhi

1971，3rd　ed．，　p．88）にょれば，　Farrakhabad

地方：こおけるFathgadの北東28マイル．に位置

　一テー’
　’Φこ

　　samjaa，註釈者たちによってSarpyata－

Prasiddhaと解これてきナこ。Jacobi（sBE，　xLv，

p．80．n．4）lt　samjaaをsarPyataと　Sktに

戻寸註釈者の見解二王の名前のようには思えな

いと疑問視し，この王の名前のSkt形はSkt

文学にしばしばみられるSa亘layaあるいはSTh－

jayaでちるこ三を示凌している。　ここでは

　Sa貢jayaを採用一．；’る＝　cf・PTaftTit　Pi「oPerPt7a，neS

　（ed．　bv　Dalsukh）lalvani，　Part　II），p．738，　C。

］．Shah，　JaiiiiSM　ilt　Novtlt　Ind・ia．（Studies　in

Indian　Historv　of　the　Indian　Historical　Re－

search　lnstitute，St　Xax・icr’s　Collcge，Bombay，

　No．6），　P．82．

　　　Isibh互siv巨ilP　勾’＞39亭：ご　「Saii　jaya　聖f山の教

えの章一てあ1ノ、ここに登易するSa司ayaに仏

　教聖六に伝えられた異教徒の．陰疑論者Sa．fi　jaya

を予想させジ：・，こノ）章：こか⊇われるba11］aya

　　と　1二男［］．ノvて’．㌘、ニン　う　，

　　　migava－〈mTgavya－・De、『endra　はmiggav－

vaMと読み，　Pah亘ntarcna　mrgavadham　と

　説明するが，migavaharPはmetreを損うとい

　う理由でCharpentierは否’定する。

2，havarpie，　ct＞’ilt　Skt　hay合nikena　を与える．．

AMgD（s．　v．　haya）はこれを採用する。これに

反∵（，J・J・Meyer（Hind・・τ・・　les，　L・nd・n

　l909，　P．　82，　n．1　’）は註釈者の示すhayanika㍑

不可能であると考え，hay五pi－Skt＊hayani　‘‘a

　collection　of　horscs”とみている。　Charpentieτ

　は＊hayaniはSktに存在しないが，　IndrEPt，

Brahmaniがみられることから，　Meyerの見解

を支持する。Mロlasarvastivada－pravrajya－

vastu（Gilgit　．I／anitscri∫）ts，　vol・3，　part　4，　ed・

by　N．　Dutt，　P．4）に　ahgar互jasya　1）alakayo

mahan　samvrtto　hastih‘li・’o’s’1．・ctki　vo　γatha一

　夫元y反垂　pattika’ya　iti　Ci，　turaThga－SamanvitaS　f・　s’

あることからもMeyerの見解＊hayani＞hayarpi
・・ acollection　of　horscs”は正しいように思え

る。この視点1こ立っなら，gay勾i＜Skt＊ga　jani，

　rah互pl＜＊rath亘ni、　P互yatt亘口i〈1：P亙dat亘ni　と

いうことになる。mahayaはもちろんここでは

女性形として使用されるc

3．　p亘da　a　はg］自；弱」．ちるc　cadence・－v㌔’ニーrと

　して。cf．　A．K・Warder，1）ali・IJetre・London

　1967，　§　242．

　　chuhitt5，　J：chivetta，　Sh，Sv：chubhitt亘の

異読がある．，ctyのテキストほchubhit垣と言IC

　み，k＄iptva　prerayit、’江と註解す㌧：／Shの註

釈文も同様で，t」）る．しかしながら，Cha「pentic「

が示し．ているようにksubh－＞chuh一に角7する。

　cf．　R．　L．Turner，CDL＼1．3721＊k＄ul．）hati，　PED

　s，v，　saτ、khubhati．

　　　hayagau，　cty：　haya－gao・ha　〉’a　g．　atah　aSv’

　ar［idhah．

　　　kamplll’　ujj5．　rPa－kesare，　Cty　lこ　k　つ『こ　ka叩一

　1コiil’　UjjitrPa－kesarC　tti　kalnpilyaSya　Samban－

　dhini　kcSara－niLmny　udy［ine　と説明される∨

　Charpenticr　（：　°ujj≡irpa　kesare　（ミスプリン

　　ト？）　と読んでいるか，複合語として読むべき

　て．i’yる＝　このこ三ほ他の版本から．L％1認てこる

　　　P亘da　cd，　cty：bhitan　tl’astAn　sr亘nt亘n　Itas

　tatab　preral〕ena　kllinnan　τnitξin　I）ramitan

　tatra　teSU　TnTge＄u　　Jna（］hye　yahei　tti　hanti

　rasa．m亘rchita　iti　s［ltra－dvy－arth［　h　この註釈

　文によれほ，「王ほこれらの鹿た．㌧のi’iTで（tat－

tha．）怖が1ハ疲れI」二限られたものをlnmi・♪殺

　　した　という芭：味が含まれる，

4．　p五da　a　はgて「苅」こちる、　kcsare　と言元も・なら，

　　8二音節になるが，L－－t－一，一一一　は不規則で、ち

　　る。この解決はaha（二）あるいは’haと読む

　　ことにあるように思える，padaの最初の頭母

　音の省略は正常とにいえないが，BHSG（§4．8）

　　は五rya韻律の初めのaSitiに対する’Sitiを引
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用しているし，K．　R・Norman先生（EV　I，　p・

259．）はTheragathaにおけるこの例をあげ，

ごら1二Udanavargaか（弘・くっかの例を提示し

　プ　　　　　　コす

　kv、つ二

　　tax．Odhapa〈Skt　tapodhana‘cgreat　ascetiピ’．

5．p託da　a，　cty：apphova－marpdavammi　tti

apphox’a　iti　vTk＄’五dy一えkirrpab　sa　casau　marp－

dapaS　ca　n互ga－vaIly－adi－sambandhi　appho－

vamarpdapas　tasmin．

　　Jacobi　（p．81，　n．2）　1こよれ1ま，　apphova　の

Skt文手応言吾はasphota　とL・うこと1こ，なるが，

Charpenrierはt＞vの例がないという理由で

これを否定する，

　　PSM，，・s．　v．　apphova）；kDe　a．　i語とみている，

AMgD　（s．　v．　apphova．｝は　apphova－mapdava

　＜：i”apPhova－inarp〈lapa，“a　bower　denseIy　co－

vered　with　creepers”を与えている。

　　この画daは7音節しかない．そこで失なわ

れた言節を仮定するこ．とによってpadaを正常

イヒ『†ることができる，　こ‘つ」易合，（t）Uあるいは

caを禄うことが可能なように思えるえご，どの版

本．ここ見い出すことができrない：’E．V．　Arnold

　（1セζ／ピー1／etye，　Can〕bridge　1905，§20パニRgveda

に」二」いて多くのdimeter　verse（二歩格詩）か1

7音茄，りみを含んでいることを指摘し．ている。

そして正常なdimctcr　verseンう・ら最後の音節が

失なわれているものをcataletic　dimeter　vcrse，

それ以外の場．合をheptas＞’11abicと呼んでいる、

　　khaviy’豆sava，　S，　SvとCharpentierはkkha－

viyi／saveの読みをとるも，Sh，　J　lミjhaviyasa、・e

をとるtt　まノこ，　cty　lこ　jhaviya　tti　kSapita　を

与えている／S．M．　Katre（“Sanskrit　KS　in

Ptili”，　JBoRs　vol．23，　P．93、1にPaliにおけ

るabhijjhita－＜abhikSita－，　pajjhayati〈prak＄－

ayati，　nijjhatta．＜＊nik5apta一を提示している、

MIAiこおいてはcch＜ksと同様1こ，　jjh〈k，が

可能てでノる，cf・jhiljai（Utt．20・4gl＜kSiyate

t’ he　perishes”　（Pischel　§326）．

　　5sava．ぱP五liにおい『ごも同形であり，仏典

ではkhipasava（BHS　ksina6rava）として見い

だ’される。cf．　Dhp．89，420；Sn．82，471，539，

6．1・1，etc・　語i原自勺iこ｛よa－、／sru“to　flow　ill”から

由来して生．起したことに明らかである。Jacobi
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　は‘‘sinful　inclinations”と訳すが，　Utt．19．　93

　ではtCinflux　of　karman”と訳している。さら

　に彼はえsavaを“the　fiowing　in　of　the　kar－

　man　upon　the　soul”（SBE　45，　p．55，　n．1）

　　として，また“that　bv　means　of　which　kar－

　man　takes　effect　upon　the　sou1（SBE　22，　p．

　37，　n・1）として説明する．ジャイナ敦でにkar－

　manがj元va（霊魂）へ流：｝t．入ることを五sava

　と称した。asravaの起源とその展開に関する

研究がある。cf．榎本文雄「asra＼a（漏）の，巨気

立にっいて　主にジャイナ古層経典における

　　　　一二仏教史学研究二第22巻1号，pp・17－42・

　P互da　c，　cty：tasya　anagarasya　agat五n　mUgan

　parsvam　sam！pam・

6．pada　dはg音節ちる，　ana－（±），あるいは

　母音の省略，すなわち’nagaralPと読むことに

　よってmetreを正常化ナることができる。

7．pEda　aは9音節ちる，aha．を’haと読むか，

　±うろL・、（ま　さ　とみアよ」己：．1’，　cadence　えご＿＿＿一

　（pathya）　となり，　metre　に正7曽化する、

　　　gllannu，　S：ghattun亘，　Sh，　Sv：gharptunξi

　（Skt　ghatukena）の読三かある、．　ctyにghat－

　turpa　tti　ghatukena　hanana－6iIenaと富i明する。

　竺たAMgD（s．、『．　ghaiptu），　PSM（s．　v．　ghat－

　tu）はSkt　ghatukaを与えている。　ghattu一あ

　るいはgharptu一のいつれの読みをとるにせよ，

Skt対応語をghatuka　l認めるなら，－kaの省

　艮各をどの．こう1こ説1〕月できるか元：階］題となろうt，

ghatuka－＞ghattu－／gha叩tu一は不可能である

　よう：こ思、えるぐそこでSkt対．応語として＊ghatu

　を謎は）るか，ghataを・i認めざるを得ない：／ただ

し後者の場合，inst．　kammu恒，　dhammu垣が

存在するようにghattur〕a／ghaqiturpaを仮定

するわけであろ，　しかしな；；．：ら，Charpentier

　とJはghannurpaと読も・。そしてChrpentier

にhatnu－＞ghannu一とみている。この解fi・1は

極めて自然であるように思える，

8．p5da　cは9音節ちる。この解決‘．よvirpaerpa

vandae　pae．ニー一．1一一一一llこちる二

　　p五da　d，　cty：bhagavan！atra　mrga－vadhe

mama’ paradham　itiきeSal〕k＄amasva．　atra

とにetasmin　mrga－vadhe（Sh）ということに

なる。
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　9，pえda　abCはg・音節ある。　aの解決は第7音

　　節bhaga－．　・1“に，　bは第1音節ana－・二，

　　あるいは’nagareに，　cはna　padi－・＝一にあ

　　　るように思える。

　　　　tao，　cty：tatab　k亘ran豆d．

10．p記a　cは9音節ある。　aPaga「e・亡一一．

11．Pびda　bは9音節ある。　abhaya－・　－i　L．によ

　　　ってrnetreは正常化される。

12．第1半詩節は　yada　sa「vaM　koSantahPu「’

　　adi　parityajya　gantavyam　bhavantaram　iti

　　Se§ab　avagaSya　aSva－tantrasya　te　tavaと説

　　　明される。

　13．x，ijju－sarppaya－carpcalam，　cty：vidyut－sam－

　　P亘tab　vidyuc－calaDarp　tad－vat　caficalar1・

　　　　peccattharp，　cty：　pretyErtharp　praloka－

　　　prayo］anarn・

14．pada　c，　cty：jivantam　anujivanti　tad　upa－

　　　rjita－vitt’ady－upabhogata　upajivanti・

　　　　ya，このcaは接続詞というよりむしろ，離

　　　接接続詞であろう。cf．　J．　S．　Speyer，　Sa・nsie・r・it

　　　Syntαx，　Leyden　1886，　p．341．　c七yはya＝kirp

　　　punabを与え，この事実を支持している。

　15．　niharanti，　cty：nihararpti　ttl　nlssarayanti．

　　　Cherpentier　は　Hi）ndu　Tales　（P・141，　n・2）　1こ

　　　おいて示されたMcyerの見解ni－har－＜nir－har一

　　　を疑問視し，ni－har－〈nib－sar一と考えている

　　　ように，思、える。　確かに　nih－sar－〉＊nissara－〉

　　　＊nisara－＞nihara（s＞h，　Pische1§264）は可

　　　能であろうが，nir－rajas（v・54）〉＊nirrajas＞

　　　ni「aoと同様に，　nir－har－〉＊nihhara－＞nihara．

　　　が自然であろう。nir－har一もnib－sarも同し意

　　　味をもつので誤った語源が導かれたのてあろう。

　　　Turner（CD工AL　7404）はnirharati＞niharai

　　　を与えているし，Paliににnlharati“to　take

　　　out”が存在する。

　　　　pada　b　は9芒「節こちる。　oPenin9　は　ニーt－－t

　　　あるいはL－一・一一亡として。

　　　　bandhfi，　ctv：　barpdhu　tti　bandha、’aS　ca

　　　bandhiin　iti　Sesah．

　16．　cty：　tatah　nibsararp5d　anantararp　terユa

　　　pitradina　arjite　dravye　sati　d五reSu　ca　pari－

　　　ra．ksitesu　kridanti　tenaiva　vittena　daraiS　ca

　　　　・　　・　　⑳
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　　　dare　と　parirakkhie　は，　Devendra　lこよ・っ

　てどちらもloc・pl・に解され．，さら：こ原．形はinst・

pLであったことを了一想せしめる．　S…Sen（I／is－

　toriCal　Sy　nta　．v〔”S．1・fiddle　Indo－一’1γ」，an，Calcutta

　1953，§37）i：よれ（ま，　MIAにr］－s　T・、て’‘to　Play

with　or　at　”．等の意味を持っ動詞はinst・を支

配し，こ¢）種の動詞の中にkilai　Lpali　kilati）

が含まれている．Sktlこおいてはx”kridはinst・

　を伴うか，あるいはsaha，samam，sardhamを

　伴うのであるが（cf．　MW　s．　v．∨／krid）．　Paliに

　おいてはinst・の他にacc・を伴うこともあり

　（cf．　Oskar　von　HinUber，　StzCd・ieiz：Ur　Kasuss一

）’・血Xdes　Pali，　Besoiide．ys　des　V畑y〈ゆ＃αha，

　Mtinchen　1968，§　147），　さらに　loc・をもf半う

　　ことがある　（cf．　D．　Andersen，　P記↓Giossary，

　Copenhagen　IcJO7，　s．　v．　ki！ati）。

　　　Geiger　r§79）はSkt－aisがPali－e　l：相当

　する例を提示していろ。AM9においても一ais

　＞－eは摘用される。例えば，dukkhe　fUtt．23．

　80）はDevendraによってSkt　duhkhaibと

　解釈され．ており，明らかにこの例でii”ろ＝そこ

でJacobl訳“They　u、川datty　icith　the　lし．ives

　he　had　so　well　guardedJ）や　kilae　saha　it－

　thihirp　（Utt．19・3b）　／：享からも，　ここ1トk　inst・

　pl・が最適て’あり，darais＞dare，　parirak＄itais

　＞parirakkhieである．ように思える、

　　　ついでながら，東部方言ではloc．］）L－ehi＝

　－esu　が認められる，　cf・H・Luders，　Eeobcu’ノλ一

　t↓Ull．geil　iiber　die　∫’Praclie　des　bitt「dhi∫ti∫clzen

　　Urhanons，　Berlin　1954，§§220－25，・lilたAMg

　　：こお1ナる　illst・、IOC．に言及し．た論文一1　i．：：ノる、

　　cf．　A．　M．　Ghatage，“lnstrumental　and　Loca－

　　tive　in　Ardha－Magad1〕i”，　IHQ　13，　pp．52－58．

17．　pada　b　は

　　　suharp　v亘　jai　v註dukkharp（S［iy．1。　L　2．2c）

　　　sukham、9a　vadi　x’蕊duhkham　cSn．738a）

　　　sukharp　x’a　yadi　va　duhkham　（SIBhドL　15．

　　1」a）

　　とparallelな関係1こ．ζ，る。　しかしcty　ik　suhaip

　　－SubhaUi，　duham－aSubharpを与えている。

18．p亘da　cは9音節ある。この解決としてopen－

　　ingはこ，・＿一と．解する。

　　　　A工eyer　（o♪．　cit．，　p．82，　n．1）　に　mahay亘　を
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　　“very　much，　exceedingly”の意味をもつ1、｛；1詞

　　として1説［列する：

　　　　ctyによれば，　salp・’egaトmoksa’bhil巨5al〕，

　　nirvedah－sarps豆rOdvignat江　て’．t）るっ

19．　p烈da　cほg音一昆！］．ii，ろ，gaddabhali－bhagavao

　　三1涜二】）なく　もなL㌧グ，　＿w＿t”．∀vv＿‘　にイくji：Jl

　　則である一K．R．　N〔）rmal1先生はPali；：　：tsい

　　てlnイ∫名F司：tご含ま才／ろ｜1与，　そのP巨daバhyper－

　　mctric　とXEIめtこプi：’：1．；：しNことを｝旨］商し、て1，　hる

　　〔Ev　L　lntro．§37．）．このことがJaina　Pktに

　　おいて1・i当てはめらll　LることをL4壽！’？iする」．，i　Lk　iよ

　　fi，丁；LJ・L：’ジ・よう1こ，巳｛二える、

20．　伝｛琉ri勺il　cicc江＜5’　kt　tyaktv5　と」与なさ：｝Lる，．

　　しかし．，　（cicca／cecca　（a＞i，　beforc　－cc－）＜

　　＊cacc丘＜Skt　’÷’tcaktva　t＝Skt　tvaktva，　－t、・a＞

　　－cc云し　『ミ∵よ？・s　（　，　　－cc亘　＜－ty亘　：こつし　、∵（‘’よ　1＿’／tt．　13．

　　24の註記に文化』・16，1）．2・16）をみよ。

　　　ctyからこのクシャトリアの前生ほ，　Vaima－

　nika神であり，下生してクシャトリアの家’系に

　　生まれっっこ，出家者となったことが知られる。

21．pada　aは6音節しかない。しかしctyは
　　tath五kirユnamab　P　kiqi　gOtrah　と：ち　i），　フ舞．来，

　tahaξ読まれていたことが推定される，

　　　n〕亘haI〕a，　Cty　は　・nallanah－pravrajitah　を

　与える．m　LihapaのSkt形はbiahmarpaで．ら

　　る。　．こ．’：〃発震〕こ程ik　briihinarpa＞bambharpa＞

　babh碩a＞bah碩a＞m厄ha1ユaとなる。－b－〉－m一

　の例として，kabandha＞kamandha（pjscheI

　§250U　〉，　paribandh－＞palimanth－（K．　R．　Nor－

　malユ，”｝liddle　In（io－：Yryan　studies　v”，　JoI

　　1965，p．1161がある。初期ジャイナ教や初期仏

　教においてこのような出家修行者をバラモンと

　呼んで「，、たことが知られ、る。

　　　pada　C　l．k　9二音：1行．ilる。　こ：ゾ）解㌫ミは第3．亘1「∫］1］

　にちるように思える。すなわち，＿．一＿L．

　一一iでちる（cf．　E　Edgerton，“｝leter，　Phono－

　10gy　arid　Orthography　in　Buddhist　Hybrid

　　Sanskrit”　JAOS　、rol．　66，　§　43）。

　　　padiyarasi　iよpraticarasi＝sevase　と角Zこれ

　　る、　ここで　seva－　．の，芭〔沫をもつ動言司は　p「ati－

　cara一ではな1て　pari－car一である　（cf．　MW

　s・v・）。このことはPED（s．　v．　paricarati，　pari－

　careti）によっても確かめることができる。　M．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27

　　B．Emeneau　（‘’Confusiorユin　Prakrit　bet－

　　ween　the　Sanskrit　Prepositiol〕s　prati　and

　　pari”，　JAOS　voL　51，　pp．33－39）　i’・t　Skt　pari

　　　fv＞　1）1｛t　I）adi　iこ　と　　っ　’ご　f〈1k）　ら　才L　言こ　．多　　く　しつ　　］i：f膓‖「き

　　ちげ，同意義である理由を示してL・る。．ここも

　　padi－／’pari一と考’えられるっ

　　　　bし1ddhe，　ctv：buddhan　acarv’adin．

　　　　pada　d　はg．畠こ丘ij㌧り，　／音三｛］余分とな／；　tt：：，

　　　　　　　　　　　ン
　　　9　高；£i］・））　Slokaと　して、　cf．　Utt．ユ㌘．3　り；lll、己⊃

22．　p五da　Cはg音∫fii’ii”；；，　1：占二i：i’三余．分プでtll、／　　こ

　　の解決∴5yariy豆を烈yarlyaと読むこと1二J）

　　る。rの後のiはs↓1‘］川ぬノeti・『。・・．c1で．‘㌧、　D

　　フ多くの単言葺の中で目王1∫こ∬勺且↓］処．1二，　弁5入て．、ξ；，㌘・と

　　Jsたされ，　一う・たまりの子言「を角皐く言こきう1二しξじH

　　されうる母音は，韻川のために無視ごれれ1ばな

　　らない。多．くの場合，詩ぷか．r’「1三成ごれ；’こ時代に

　　三，ぶた挿入母音が．発展していなかったことに

　　よるこJll、われる。　K．　R．　Norman，　EV　I，§5］；

　　EV　　II，　§　75　を三≡人よっ

23，シ． ヤでナ教ご当時存在した異端説を四種に大

　　別した＝この異拮：：［は363種を数え，ての内訳

　　ぱ作用論に180種，無作月1］論に84：種，無知論に

　　67種，持律論に32．種ということになる．詳しく

　　は金倉圓照博士．印．度占代后神史二PP．］　e’6－73，

　　吋1村’ノt［享上　1恒ミξ台仁、教の」戎立二　19丘・を’二三；：、、

　　　　Pξida　aは］0τ芽刮」．㌧るrt：，　kiriyarp　ak［1’iyalp

　　と読1））ば，metreは．正’ili’f．fヒされ．る、．　kとrの中

　　「1－1］　1こ1二、るiは　svα・i’ab　rαltti　vowelであるT－

　　　P烈da　cは9．音；’fiζ、るこcau－tha口chilpと1涜こう

　　はL，cadenceはpathy亘とな），このP［ida；k

　　正常化されろ。

24．　p511kare，　cty：　p厄ukare　tti　pr≡tdurakarSit

　　prakatitax「an・　　こ〃）　opt・1ま　aorist‘乏）．壱1叫：．⊂〔1芝

　　用これろ，．cf．　Pischel§466．　BHS　てrl　i．・］様

　　な現S：tかみられ．ろ．cf．　BHSG§§32．85－］05．

　　　pξida　c＝Sn．163c，　16．lc：vijja＿cara［〕a＿sa［n＿

　　pallTlarp・

t

26．Salntisitriにょれば，この詩．亘はすべての写

　　本に任在しない。彼はv・23とv．27を直接詰

　　び付i；．ているので，v．26がvv．2・1－25と剛：ま

　　でちると考えることは可能でちる。しかしこれ

　　は全．く確かて’はない　（．Charpentier）。

27。pada　b－－Utt．34．25d，　S豆y．ユ．］．2510b．
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　　　P亘da　c，　cty：　vidyam互ne　sati　paraloke

　anyasmin　janmani．　loc．　absoluteに解ナる。

28．pada　bは10音節，　dは9音節ある。この2

　　つのpadaにおいてvarisa一はvartsa一と読も・こ

　　とができ，dは正常化するが，　bはさらにjui－

　　marp．一一でなければならない。しかしこれ

　　でも第6音節が短母音で変則となるため一uva－

　　meを一〇vameと読み改めるべきであろう。こ

　　れ．はctyによっても支持される，

30．　rui，　cty　：　kriy五vady－adi－rnata－viSayam

　　abhilasam．

　　　chanda，　cty：chandaS　ca　svam　ativika！pi－

　　tam　abhipr亘yam・

　　　iyaはii，　itiの異読がある。iya．＝ごと解す

　　べきであろう。

　　　P註da　dをDevendraはiti　ity　evaM　rUp互lp

　　、’idy互m　samyag　jfian’atmikam　an＼iti　lakSi－

　　krtya　saficareb　samyak　samyamadhvani　ya－

　　yaと説明する。　Jacobiの訳“one　should　Iive

　　up　to　this　wisdom”はこの註釈に基づいている。

　　しかしJacobiは註記の中でvijjEはvidvanで

　　あり，v．31におけるvijjaと同じであると考

　　えた。すなわち，vijjえmはDevendraが考え

　　たようにaDusarpcareの目的語ではない。そ

　　れ故にここでのmはしぼしぼみられるsandhi

　　consonant（cf．　Pischel§353）である。Jacobi

　　の見解はCharpentierによって採用された。

31．pasip勾amはDevendraによってpasiりa－

　　Oarp　ti　pra自nebhya1〕　Subha白ubha－sUcakebh－

　　yab　angu－Stha－pragn’adibhyobと説明され．る。

　　またpasirpaparpと読むことによってmetreは

　　正常化される。iはsvarabhahti　vowelである。

　　cf．　v．22の註記。

　　　p五da　cは9音節ある7ahoはvismayeと註

　　解される。’hoと読むことによってmetreは正

　　常化する。またutthieはutthitah　dharmani

　　pratyudyatah　と言主釈される。

　　　vijja　el　vidvan－　jananに解される。この語

　　vijjaは　Utt．9・49：

　　　pudhavi　sali　javび　ceva

　　　　　hiraOparp　pasubhissaha／

　　　padipu卯am　n亘lam　egassa

　　　　　ii　vijja　tavarp　care〃

　にもみられ，ctyによってsUtratvad　viditvE

　　と言主釈される，

　　　K．R．　Norman　先生　（“Some　Absolutive

　Forms　in　Ardha－M互gadhl”，　IIJ　voL　II，　PP・

　312－3）はvijjaの三例（vv．30，31，9．49）は

　absolutive形である．ことを立証している。すな

　わち，Ut七・9・49に対するctyがvijjilをab－

　solutiveと見倣して），、る事実はこの問題を解決

　する糸口になる。vijjaは￥’　vidyaから由来して

　いるので．ちり，単純動詞＋一｝’a　（長音化した一ya）

　　という　P頭iniの．規則に合わない形で．ti　：，ること

　　を・S旨　t15iし一（L、るT

　　　pada　bは第5音節が長音で膓り変則である。

　　しカ・し，　Svにparamantehiと読／Lて．才」り，　こ

　　れはmetreを正常化する。

32．buddha〈ブツタ’〉ヒいうのぱ当時イン「ドー般

　　に聖賢，兇るいは修行を完成した人の呼称であ

　　ったにすぎない（中村元博士：原始仏教の思想

　　上』P．325）。vv．21，24におけるbuddhaも

　　同様である。

　　　tai叩，　ctyはsUtratvat　tatと註解する。

33．　kiriyarpを　klriyft．　rll，　akiriyarp　を　akiriyarp

　　と読むことによってmetreは正常化される。

　　cf・v．22の註記。

　　　Devendraによればditthiにbuddhiの意

　　味でII，じ用される。

34．vv．34－51に登場する王についてはCharpen－

　　tierとJacobiの有益な註記がある。

　　　socc註　・＝　9rutv5，　cecca・・tyaktvaとctyは註

　　解する。しかしsocca〈＊Srutya，　cecca〈＊tya－

　　kyえである。－cc江＜－tya　lこついてはv・20の

　　註言己を’みよ。

　　　pada　cは9音節あり，1音節余分である。

　　この解決としてbharao．＝．。あるいは〔vi〕。

　　　　Bharaha，　Pischc1（§266）はPk七において

　　sandhi－h一が存在したことを否定し，－h一は子音

　　の帯気音から起こると考えた。すなわち，ta＞

　　tha＞ha，　da＞dha＞ha，　ka＞kha＞ha，　ga＞gha

　　＞ha，　etc・である。したがってBharata＞Bha－

　　ratha＞Bharahaを導いている（Pischel§207）。

　　しかしながら，S．N．　Ghosa1（“The　Euphonic－

　　glide　H　in　Prakrit　”，　Jol　Baroda　lx，1960・

　　PP．256－59）は音便上のつなぎ音（euphonic一
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　　glide）－h一の存在を認めた多くの学者に言及し，

　　かっ多数の例を引用し，つなぎ音一h一は母音接

　　続を回避するためのPktにおける現象であるこ

　　とを論証している。彼によれば，Bharata＞

　　Bharaa＞Bharaha　である、　cf、　vasahi（Utt．

　　14．48）＜vasai〈vasati．

　　　　Bharataについては　charpentierとJacobi

　　の註記がある。D．　Malvania（op．　cit．521　f．）も

　　参照、

35．bharaha－．ゴ∨，　issariyam　iこよってmet「e

　　を正常化することができる。

　　　　cty　は　hicca　＝＝　hitva，　しかし　hicc5〈＊hitya

　　　スコ　か　　パ
　　　＼　．L．り　夕）＿

36．maha（担hio／mahiddhio，　Paliはmahiddhi－

　　ka＝（I　having　great　iddhi　（＝supernormaI

　　powerノ”（K．　R．　Noman，　EV　I，　P．194）である。

　　derivation　はmaha十τCldhika＞maha⊥iqdhi－

　　ka＞mah’iddhika　となる，

　　　　pada　d　は9こ音節ある、：．　maghava叩＝Y．．．一と

　　読むことによって解決することができるが，hy－

　　per－metricと認めた方が良いように思える。固

　　有名詞が含まれるときに起こりうる現．象である。

　　cf．　v．　19．

37．P註da　aは9音節ある。36　dと同様，　hyper－

　　metric　である。

40．　pada　b　iこbharaharn　vえsarp　narisaro，　bha－

　　rahavasarp　narasaroの異読がある。bharaharn

　　．二，．として。

41，pada　d　は9音節ある。　－paume　＝≡一　とし

　　て．．

42．cty：m互rpa－nisitrarpo　tti　d；pta’raty－aha　i）－

　　kara－dalano、

43，P五da　a　bは9音節ある。　padaの最．初の頭母

　　音の省略は避けるべきであるが，’nnioと読む。

　　bにsupariccai．＝＿．として。

　　　cty：supariccai　tti　su陸hu　Sobhana－praka－

　　rerPa　rajy’adi　tyajaty　evaM　Silah　suparity五gi

　　damarn　care　tti　acarit　jayanam厄ekadaSa－

　　cakri　jin’akhyatalp　damam　iti　yojyam，

　　caritva　ca　pr哀pto　gatim　anuttaram．

44．pada　d＝Utt．9．61　b：sakkham　sakk印a

　coiu．

45．この詩頸はUtt．9．61（ただしvaidehiに対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

　　しca　vedehi）に同じ。　P5da　d・＝v．47d．

　　　pada　cは10音節ある。　jahitta　rajja・P、・ai－

　　dehi（Sll）の異読がある。またSvはcaiUpa

　　geharn　vaidehiと元芒みつつもSkt　hitva　rajyarp

　　ca、『aidehiを与える。このことは原形がjahitta

　　raJJamであったことを窺わせる。そこでjahitta

　　rajja〔rP〕vaidehiの読みをとり，vaidehi．－V

　　＿と考える。

46．Domuha王の物語が伝えられており，王の

　名の由来を伝える部分を抜き出すと以下のよう

　　になる。盃rovio　mahgala－ttira－sadderpa　appa－

　rpo　uttim’afige　maudo．　tap－pabh五verpa　do－

　vayaOo　so　r亘yえjao．　loerPa　tassa　Domuho－tti

　namarn　kaya叩．　（Jacobi，　Ausg．　Erz、，　p，39，

　1．12－14）「魔法の王冠によって王が二つの顔に

　　なったので，Domuhaと名づけられた一‘という

　のは一種の通俗の語源（Folk　Etymolo9｝・）解釈

　であるt、しかし実際の語源はdurmukha“bad

　faccd”＞dummuha＞＊dommuha＞domuha”
　two　faced”である。　cf．　Meyer，　oク．　cit．，　P．140，

　n．2．

　　　KarakarpduもFolk　Etymologyの一つである。

　ahaip　tubbham　ray亘，　mama　kararp　deha！

　so　lukkha－kacch〔ie　gahio．　tarpi　bhai）ai：ma－

　marp　karPdtiyaha　1　tahe　se　Karakarpdu－tti

　namaql　kayam・（Jacobi，　of）．　c・it．，　P．36，1．19

　－21）　Karakarpduという言葉には「税金が欲

　　しくてむずむずナる」という意味が含まれてい

　る。“Taxes！”と“Scratch！”という2つの言

葉を少年時代のKarakandu王は彼の愛称に結

　びつけたのであるr・cf・Meyer，　o♪．　cit．，　P．128，

　n．1．

　　　Naggai　も通俗語源であり　OIeyer，　o／）．　cit．，

p．］86，n．2），　Nagagati「山に行く人、1の第2

　．母音が落ちてNaggaiになった。　Naggai王の

物語から名前の由来を示す一節を引用すれご，

次のようになる。evarp　vaccai　kalo・raya

pancama－dinassa　tammi　nage　vaccai．　citthai

　Karpa．yamalae　samanl　kaivi　di草e．　logo　ya

jarpPai：nage　aii　r互ya．　tao　k厄leロa　jamhE

　nagc　aii，　tamha　Naggai　esa－tti　paitthiyarp

namarp　loepa　rail〕o・（Jacobi，　o／）．　cit．，　P．54，

　1．　26－29）
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　48．　Charpentier　lこAusg．　Erz・にx・・1・uddayana

　　　があるようi：，この王．の名前i．k　Uddayaiiiaと表

　　記されるべきことを主張する。Shもuddayai〕a

　　　と読んでいる。

　　　　cty：tyak七v乱　rajyam　iti白e＄ab・

49．P亘da　aは7音節しかない。　S，　Sh，　Svはtah－

　　eva　k亘s’i：．一「Sya　viと｝読む。　p五da　d　lま　paharpe

t　　＿　　o
　　　＝　一　一　こ二　s弍O　：

　　　　pada　bに6rcyasi　pra台asye　satye　sa亘〕yame

　　parakramab　s五marthyarp　yasyasau　Src｝アah－

　　satya－parakramab，　p巨da　d　は　paharpe　tti

　　　prahatavan，　karma　mahavanam　iva’tigaha－

　　　natayえkarma－mahavanamと説明され．る．。

50．ctyのテキス1・｛．itarPattakittipavvaeともるが，

　　　註釈文でぱll・Oat’th［ikitti　ttiえnaS恒samasta－

　　　kalailka－vika］ata、“a　samast｝’eRa’pagat五aklr－

　　　ttib　aSl5gha　yasya　sa　anaStakirttih　で±うる。

　　　Cha「pentie「が指摘しているように，確かにこ

　　　の註．釈文は混乱している。

　　　　・今・，Jacobiが示している　v・Lal〕atthakitti

　　　を採．用すれば，このSkt形はajfi厄十artha十

　　　5kTtiとなる。　しかし，　akTti＞亘kitiが認〕b∫う

　　　れ．ても，a1｛；ti＞akittiは不可能である、

　　　　　また，Charpentierが註記で正しいと推定し

　　　た読みanaXa－（この読みはpsMにもあり，

　　　Skt　anErtaが与えられる）を採用すれは’，　a－

　　　nar七a－kirti　となり，　arPattakitti　と転元化’ナるは

　　　ずで5り，aoat↓akittiとはなりえない．すな

　　　わち，何故一a一なのかが問題となるのである。

　　　　　さら1こ，AMgD（s．　v．　anattha）1こちるよう

　　　：二，　　これは　Charpentier　の読みてLあるか’，　a－

　　　na§ta－ldrtiと考えるなら，　a－nasta－klrti＞a一

　　　ロattha－kittiとなるべきであり，　ai）at㌻hakitti

　　　とになりえない。やはりここでも何故一正なの

　　　カ、カ；Fti］題となる。

　　　　　しかしながら，a－na§ta－kirtiに王の形容でち

　　　り，　もう一つの王のナ影容で5るmah5－jasoとも

　　　同じ意味内容であるので，文脈にもよく適合す

　　　るように思える．，．それ故，arpatthakittiの一a一

　　　はnl・・c・であるように思える。古典文学詩にお
’

　　　いてSlOka詩の偶数　padaのopeningでご一∨，

　　　は避けられ．るべきであるから，長音化したと解

　　　することができよう。

法華．文化研究（第10号）

　　　payahittu－prah巨yaと説明される・absolu－

　tive　：1｝斥≡　－itva＞－itta，　infinitivc－a　bsolutive

　　（cf．　Pischel§576ノーiturll＞－itulp．　absolutive

　の意味をもっinhnitive語尾一itttl（Oll）は，恐

　　らく　一itta　と　一itumの異文融合から｛ヒじた⊃

　BHSにおいてもinfinitiveがa｜）solutiveの意

　味で使用されることがある。cf．　BHSG（§35・

　54）．

51．　pEda　dにえd亘ya　SiraりSriyarn　sal’vδttama［p

　　lak＄mim　Parillir、Ttah　iti　ScSa］」　こt■・う自三∂ミ文

　　があるので，これに従って訳すc

52．　aheUhipa，　cty：　ahetubh三h　kri＞▼avady－adi－

　　parikalpita－kuhetubhi1〕・

　　　pada　c，　cty：cte　a，　nantarOdit艮bharat’ξida－

　　yabyiSe．＄arp　viSi＄tati，　lp　gamyam巨natv亘d　mit－

　　hya－darSanebhyo　jina－Sasanasya　adaya　gr－

　　hitv5．

53．　cty　は　atyalltam－atiSayena，　nid託11a－k＄a－

　　mえ一karma－mala－So（lhana－samartha　とぼ1明

　　する。第2半詩節1：こ「l！l勺語としてbha、’6dadhhn

　　（cty）－samS亘raを補う・．ミきで．ちる。

54．　第1斗三；；．与套1∫を　Jacobi　は　　tt、vhy　9・　hould　a

　　wise　mall，　for　bad　reasons，　bring　af〔1ictioll

　　upon　himself？”　三ス尺．．｝一、、　cty　lこよれ1ごpariy亘一

　　vase　は　pary註、’asayet＝＝　iivasarp　kllryat　．とい

　　うことになる”tI）SM（s．　v．　pariyax▼asa）はSkt

　　parya＋vえsay　7．　f主厄｝を1〃1三らせる．：をケ・えてい

　　る。parytlvasayばMW　lこ存在しないが，こ

　　れらのことから意：i旅としては二f主三わせる＿以

　　外にない。そしてkaharnではな（，Charpen－

　　tier　Ll・つ読三．r＊　kahivp　（＝S，　Sv）　を・とこ。

　　　　nirae　は　nl－rajas　’nir－rajas：・一“free　from

　　sin，　defilement”　しり　nom．　sg．一こちる。

〔付記〕　本㍍作1」文に．らたり，塚本啓作教授

よりご教示を、、た三ご：、た：
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